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１ 実施概要 

 

１ 目 的 

  この研修会は、自主防災組織の指導的立場にある者を対象とし、高度の知識、技

能を習得させるとともに、その役割についての自覚を高め、その地域における自主

防災組織活性化のために活躍できる人材の育成と組織づくりを積極的に推進できる

人材の養成を図り、地域防災力の強化に資することを目的とします。 

 

２ 日 時 

  令和５年８月５日（土）10時 00分から 15時 00分まで 

 

３ 会 場 

富山県防災危機管理センター ３階研修室（富山市新総曲輪１－７） 

 

４ 参加者 

 (1) 県内の自主防災組織リーダー 121 名 

 (2) 県職員・市町村職員 ５名 

 

５ 研修内容 

 (1) 開講式 

   開講にあたり、熊本防災・危機管理課長から主催者挨拶、研修日程等の説明が

ありました。主催者挨拶では、本県が被災した５月５日の能登地方を震源とする

地震並びに６月 28日及び７月 12日の大雨・土砂災害の災害などについて触れ、

自主防災組織のリーダーが中心となって日頃からの備えを整えておくことの重

要性について説明しました。 

 (2) 講義１「日頃の自主防災活動について～自主防災組織活動の手引き～」 

  ア 講 師 

特定非営利活動法人富山県防災士会 理事長 吉澤 実 氏 

  イ 概 要 

    「公助の限界」から自主防災組織の必要性について触れ、自主防災組織とし

て取組むべき活動について講義いただきました。自主防災組織の活動では、ダ

イバーシティの視点から女性の参画の重要性や、県内自主防災組織が抱える

「老々防災」の現状など、県内の各自主防災組織にとって参考となる点が多

く、有意義な講演となりました。 
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 (3) 講義２「地域防災と多様性への配慮」 

  ア 講 師 

    東北大学災害科学国際研究所 プロジェクト講師 保田真理 氏 
  イ 概 要 

    東日本大震災での事例や、民族・障害者への多様性への理解に欠いたアウシ

ュヴィッツ収容所における事例に触れ、災害時における多様性の理解の重要性

や、多様性へ配慮した自主防災組織の活動について講義いただきました。ワー

クショップでは、「防災・減災スタンプラリー」を実施し、災害対応（避難行動）

における個人の判断について学びました。 
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 (4) 閉講式 

   参加いただいた県民の皆様への修了証の交付をもって終了いたしました。 

   今回の研修会に参加された皆様には、研修を通じて得られた知識や技術を各地

域に持ち帰り、地域の皆様と話し合って地域防災力の向上に取り組んでいただ

くことを期待しています。 
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２ 研修日程 

 

日時：令和５年８月５日（土）10時 00分から 15時 00分まで 

会場：富山県防災危機管理センター ３階研修室 

時 間 
所要 

時間 
項 目 講師・内容等 

09：20～10：00 40分 参加者着席 富山県防災危機管理センター３階  

10：00～10：15 10分 
開講 

（オリエンテーション） 

主催者挨拶 

日程説明等 

10：15～11：45 90分 

講義１ 

「日頃の自主防災活動に

ついて～自主防災組織活

動の手引き～」 

講師： 

富山県防災士会 

理事長 吉澤 実 氏 

12：00～13：00 60分 休憩 

 

13：00～14：30 90分 

講義２ 

「地域防災と多様性への

配慮」 

講師： 

東北大学災害科学国際研究所 

プロジェクト講師 保田真理 氏 

14：30～15：00 30分 閉講 
修了証配布 

アンケート記入 
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４ アンケート調査表及び集計 

実施要領：電子アンケート 

回 答 数：56名（研修参加者 121名） 

回 答 率：46.2％ 

 

設 問 回答 集計 

1 
〔研修会全般〕この研修会は、役に立ち

ましたか。 

大変役に立った 29 

やや役に立った 23 

ふつう 4 

あまり役に立たなかった 0 

2 
あまり役に立たなかった理由は何です

か。 
「あまり役に立たなかった」選択時のみ 0 

3 
講義１「日頃の自主防災活動について」

は役に立つ内容でしたか。 

大変役に立った 27 

やや役に立った 24 

ふつう 5 

あまり役に立たなかった 0 

4 
あまり役に立たなかった理由は何です

か。 
「あまり役に立たなかった」選択時のみ 0 

5 
講義２「地域防災と多様性への配慮」は

役に立ちましたか。 

大変役に立った 26 

やや役に立った 23 

ふつう 7 

あまり役に立たなかった 0 

6 
あまり役に立たなかった理由は何です

か。 
「あまり役に立たなかった」選択時のみ 0 

7 

今後このような研修を受講する場合、ど

の災害についての研修を受講したいです

か。 

（２個まで選択可能） 

地震・津波 24 

風水害 36 

雪害 12 

火山 1 

住宅火災、林野火災 5 

原子力災害 2 

災害全般 10 

8 

今後このような研修を受講する場合、ど

のような形式の研修を受講したいです

か。 

講義（座学） 33 

実習（ワークショップ、図上訓練等） 23 

今後は受講したくない 0 

9 今後は受講したくない理由は何ですか。 「今後は受講したくない」選択時のみ 0 
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10 

今後講義（座学）を受講する場合、どの

ような内容を受講したいですか。 

（３個まで選択可能） 

自主防災組織としての日ごろの備え（防災啓

発、防災訓練、資機材保守点検等）に関するこ

と 

34 

気象や災害情報の収集・伝達に関すること 8 

避難誘導に関すること 21 

避難所の運営に関すること 19 

避難行動要支援者対策に関すること 23 

災害の体験談 9 

他の地域の自主防災組織の取組みに関する事例

紹介など 
24 

地区防災計画策定に関すること 6 

その他 0 

11 
どのような内容の講義を受講したいです

か。 
「その他」選択時のみ 0 

12 

今後実習（ワークショップ、図上訓練

等）を受講する場合、どのような内容を

受講したいですか。 

（３個まで選択可能） 

災害図上訓練 DIG（地域の災害危険箇所、避難

施設、避難経路等の把握） 
32 

避難所運営訓練 HUG（図上で避難所運営を想定

した訓練） 
30 

出火防止・初期消火（災害発生時の家庭での火

の止め方、消火器の使い方等） 
5 

負傷者の救出・救護（家屋に閉じ込められた人

の捜索、救助等） 
17 

応急救護（心肺蘇生・AED などの普通救命講習

等） 
7 

避難誘導（煙体験、避難誘導方法、住民同士の

協力体制等） 
18 

給食・給水・トイレ（非常食糧、飲料水、調理

方法等） 
17 

グループディスカッション（被災経験者を交え

たディスカッション等） 
5 

その他 0 

13 

今後どのような内容の実習（ワークショ

ップ、図上訓練等）を受講したいです

か。 

「その他」選択時のみ 0 

 

 





 

 

 

 

講 義 １ 

 

日頃の自主防災活動について 

～自主防災組織活動の手引き～ 

 

 
 

 

令和５年８月５日（土）10:15 ～ 11:45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人富山県防災士会 

理事長 吉澤 実 

  















 

 

 

 

講 義 ２ 

 

地域防災と多様性への配慮 

 

 
 

 

令和５年８月５日（土）13:00 ～ 14:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北大学災害科学国際研究所 

プロジェクト講師 保田真理 
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